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会
長 

新
年
あ
い
さ
つ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
会
員
の
皆

様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
本
連
合
会
の
活
動

の
推
進
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
第

29
回
全
国
健
康
福
祉
祭
な
が
さ
き
大
会

「
地
域
文
化
伝
承
館
」
で
は
、
会
員
の

皆
様
方
に
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
出

展
・
出
演
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
盛

況
の
内
に
閉
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
県
立
総
合
体
育
館

武
道
場
に
は
３
日
間
で
約
３
万
人
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
高
齢
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
の
が
良
く
わ
か
っ
た
」「
老
人
の

頑
張
り
に
元
気
を
も
ら
っ
た
」
な
ど
、

お
褒
め
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
、
運
営
や
準
備
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
会
員
皆
様
方

の
経
験
が
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

新
た
な
原
動
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
心
強
く
思
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
さ
て
、
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
加

齢
に
伴
い
介
護
な
ど
周
囲
の
支
援
を
必

要
と
す
る
方
々
が
増
え
、
そ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
も
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域

で
、
生
き
が
い
の
あ
る
自
立
し
た
生
活

を
で
き
る
限
り
長
く
続
け
て
い
け
る
仕

組
み
が
行
政
を
中
心
に
す
す
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
長
い
間
、
地

域
を
基
盤
と
す
る
高
齢
者
の
組
織
と
し

て
、
友
愛
活
動
や
健
康
づ
く
り
活
動
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
こ
そ
、

そ
の
経
験
と
実
績
を
活
か
し
、
地
域
に

お
け
る
支
え
合
い
活
動
を
私
た
ち
が
担

う
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
介
護
予
防
に

も
つ
な
が
り
高
齢
者
が
相
互
に
支
え
合

う
仕
組
み
を
実
現
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
基
盤
と

な
る
会
員
が
減
少
し
て
お
り
、
平
成
26

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
会
員
増

強
運
動
」
も
３
年
目
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
頑
張
り
で
減
少

幅
は
小
さ
く
な
り
ま
し
た
が
増
加
に
ま

で
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。残
り
２
年
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
仲
間
を
増
や
す

活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
県
老
連
に
お
き
ま
し
て
も
、
会
員
の

皆
様
並
び
に
市
町
老
連
と
手
を
携
え
、

仲
間
を
増
や
し
、
地
域
で
頼
り
に
さ
れ

る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
支
援
ご

指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
行
政
当
局
並

び
に
関
係
団
体
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

○
第
14
回
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
平
成
29
年
５
月
13
日
（
土
）

　

��

シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら（
大
村
市
）

　
に
お
い
て
総
合
開
会
式

○
県
老
連
理
事
会

　
平
成
29
年
６
月
６
日
（
火
）

　
長
崎
市

○
県
老
連
評
議
員
会

　
平
成
29
年
６
月
22
日
（
木
）

　
長
崎
市

○
市
町
老
連
会
長
研
修
会

　
平
成
29
年
６
月
22
日
（
木
）
～

　
23
日
（
金
）
長
崎
市

○
県
老
連
理
事
会

　
平
成
29
年
６
月
23
日
（
金
）

　
長
崎
市

○
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
研
修
会

　
平
成
29
年
６
月
・
７
月

　

�

長
崎
市
・
対
馬
市
・
平
戸
市
・

　
島
原
市

○
市
町
老
連
事
務
局
長
等
会
議

　
平
成
29
年
７
月
４
日
（
火
）

　
長
崎
市

○
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

　

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
平
成
29
年
７
月
６
日
（
木
）
～

　
７
日
（
金
）
佐
賀
県

○
市
町
老
連
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
平
成
29
年
８
月
30
日
（
水
）
～

　
31
日
（
木
）
長
崎
市

○
市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
平
成
29
年
９
月
５
日
（
火
）
～

　
６
日
（
水
）
島
原
市

○
第
30
回
全
国
健
康
福
祉
祭

　

あ
き
た
大
会
地
域
文
化
伝
承
館

　
平
成
29
年
9
月
9
日
（
土
）
～

　
11
日
（
月
）
秋
田
県

○
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

　
平
成
29
年
９
月
・
10
月

　

�

大
村
市
・
雲
仙
市
・
新
上
五
島
町
・

　
川
棚
町

○
第
46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
平
成
29
年
10
月
18
日
（
水
）
～

　
19
日
（
木
）
京
都
府　

○
第
52
回
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
平
成
29
年
11
月
21
日
（
火
）

　
諫
早
市

○
第
13
回
「
銀
の
翼
」

　
平
成
30
年
2
月
頃

　
渡
航
先
等
は
未
定

○
県
老
連
理
事
会

　
平
成
30
年
３
月
８
日
（
木
）

　
長
崎
市

○
県
老
連
評
議
員
会

　
平
成
30
年
３
月
16
日
（
金
）

　
長
崎
市

長
崎
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長 

島
中
　
英
安

平
成
29
年
度
の
主
な
行
事
予
定
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知
事 

新
年
あ
い
さ
つ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
４
月
の
熊
本
地
震
発
生
に

よ
り
防
災
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た

年
で
あ
っ
た
一
方
で
、
８
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
内
村
航
平
選
手
の
体
操
団
体
・

個
人
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
な
ど
、
本
県
出

身
者
の
活
躍
に
よ
り
大
き
な
夢
と
感
動

を
覚
え
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
に
は
世
界
文
化
遺
産
候
補
と
し
て

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
遺
産
」
の
暫
定
版
推
薦
書
が
ユ
ネ

ス
コ
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６
」や「
長

崎
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
で
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
お
客

様
を
お
迎
え
し
、
本
県
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
海

外
と
の
交
流
と
い
う
面
で
は
、
本
県
と

中
国
上
海
市
と
の
友
好
交
流
関
係
樹
立

20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
上

海
市
と
さ
ら
な
る
交
流
拡
大
に
つ
い
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
今
後
の
本
県
の
発
展
に
つ
な
が

る
出
来
事
が
多
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、平
成
29
年
度
は
、「
人
、産
業
、

地
域
が
輝
く
た
く
ま
し
い
長
崎
県
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
５
つ
の
将
来

像
の
実
現
を
目
指
す
、「
長
崎
県
総
合

計
画　
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
０
」
の
２

年
目
と
な
り
ま
す
。
最
重
要
課
題
で
あ

る
若
年
層
を
中
心
と
し
た
人
口
流
出
の

抑
制
に
さ
ら
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
各

種
の
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
な
施
策
と
し
て
は
、「
交
流
で
に

ぎ
わ
う
長
崎
県
」
づ
く
り
に
向
け
て
、

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
関
連
遺
産
」
の
平
成
30
年
の
世
界
遺

産
登
録
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
世

界
遺
産
（
候
補
）
や
日
本
遺
産
の
構
成

遺
産
・
関
連
遺
産
を
活
用
し
た
誘
客
促

進
の
ほ
か
、
観
光
の
付
加
価
値
を
高
め

る
施
策
や
観
光
産
業
の
高
度
化
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
国
や
韓

国
を
は
じ
め
と
し
た
海
外
と
の
交
流
で

は
、
本
県
と
の
ゆ
か
り
や
交
流
の
歴
史

な
ど
を
生
か
し
た
海
外
活
力
の
取
り
込

み
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
の

誘
致
や
地
域
と
連
携
し
た
移
住
・
定
住

対
策
な
ど
、
人
口
減
少
対
策
並
び
に
交

流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
施
策
に
重

点
的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
民
の
誰
も
が
心
豊
か
に
安

心
し
て
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
生
き
が

い
を
持
っ
て
地
域
や
社
会
で
活
躍
で
き

る
「
地
域
の
み
ん
な
が
支
え
あ
う
長
崎

県
」づ
く
り
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

高
齢
者
の
就
業
か
ら
社
会
参
加
ま
で
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
「
な
が

さ
き
生
涯
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
の
開
設
な
ど
、
高
齢
者
の
活
躍

の
場
を
拡
大
い
た
し
ま
す
。
併
せ
て
、

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
加
速
さ
せ

る
と
と
も
に
、
離
島
の
認
知
症
医
療
体

制
の
整
備
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
活
躍
推
進
の
た

め
、
企
業
の
自
主
的
行
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
就
労
支
援
を
充
実
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
次
代
を
担
う
「
人
財
」
豊
か
な
長

崎
県
」
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
若
者

の
県
外
へ
の
流
出
を
抑
制
す
る
た
め
に

県
内
就
職
の
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
充
実
、
県
内
企
業
の
魅
力
や
特

色
を
生
徒
や
学
生
に
直
接
伝
え
る
機
会

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
高
校
卒
業
者

等
へ
ふ
る
さ
と
情
報
を
発
信
し
、
本
県

と
の
結
び
つ
き
の
強
化
に
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
施
策
の

充
実
や
強
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
や
企

業
等
の
皆
様
と
の
連
携
が
よ
り
一
層
求

め
ら
れ
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
少
子

化
の
要
因
分
析
等
を
行
い
官
民
一
体
と

な
っ
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
力
強
い
産
業
を
創
造
す
る
長
崎
県
」

づ
く
り
に
向
け
て
は
、
製
造
業
に
お
け

る
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
活
用
に
よ
る
生
産
性
向

上
、
商
工
会
・
商
工
会
議
所
等
の
産
業

支
援
機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
地
場

企
業
の
競
争
力
強
化
・
事
業
拡
大
、
企

業
誘
致
の
受
け
皿
整
備
の
推
進
の
ほ

か
、
水
産
業
で
は
養
殖
魚
の
安
定
供
給

体
制
の
整
備
、
雇
用
型
漁
業
の
推
進
、

流
通
販
売
体
制
の
強
化
、
農
業
で
は
コ

ス
ト
縮
減
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
流
通
・
販
売
体

制
の
強
化
、
雇
用
労
力
の
確
保
な
ど
、

力
強
い
産
業
の
育
成
と
良
質
な
雇
用
の

場
の
創
出
に
つ
な
が
る
施
策
に
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
安
心
快
適
な
暮
ら
し
広
が
る
長
崎

県
」
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
と
と

も
に
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
産
業
振
興

を
支
え
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
、
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
に
重
点
的

に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
離

島
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
航
路
・
航

空
路
の
運
賃
低
廉
化
な
ど
、
有
人
国
境

離
島
法
に
基
づ
く
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
、
し
ま
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
施
策
を
構
築
・
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
力
だ
け
の

取
組
に
は
限
界
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
幅
広
い
県
民
の
皆
様
に
積
極
的
に

県
政
に
ご
参
画
い
た
だ
き
、
一
つ
一
つ

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
長
崎
県
の
発
展
の
た

め
、
ど
う
か
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
県
知
事

�

中
村
　
法
道
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メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

　
　
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

　

平
成
28
年
12
月
８
日
（
木
）
諫
早

文
化
会
館
に
お
い
て
、
多
く
の
来
賓

に
ご
出
席
賜
り
、
県
下
各
地
か
ら
約

１
２
０
０
名
の
会
員
が
参
加
し
、
第
51

回
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
寺
田
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば

で
開
幕
。
開
会
挨
拶
の
中
で
島
中
会
長

は
、『
本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
な
が
さ
き
２
０
１
６
」

の
「
地
域
文
化
伝
承
館
」
に
は
３
日
間

で
３
万
人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
い

た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
を
は
じ
め
出
展
・
出
演
に
ご
協
力
を

賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。』
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
功
労
者
へ
の

会
長
表
彰
、
来
賓
祝
辞
、
雲
仙
市
老
連

脊
川
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
最
後

に
、金
冨
副
会
長
が
大
会
宣
言（
案
）を
朗

読
、満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、『
認
知
症　

あ
な

た
の
友
達
は
大
丈
夫
？
』
と
題
し
て
、

長
崎
県
医
師
会
副
会
長
の
髙
原
晶
先
生

に
よ
る
特
別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講

演
で
は
、『
認
知
症
っ
て
な
ん
ね
？
』『
こ

れ
が
あ
る
と
認
知
症
か
も
』
な
ど
と
、

私
た
ち
の
関
心
が
高
い
「
認
知
症
」
に

つ
い
て
、
解
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
演
芸
発
表
で
は
、
９
市

町
老
連
か
ら
11
団
体
が
出
演
し
、
各
団

体
と
も
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
皆

　わたしたち老人クラブ会員は、
地域の担い手として、長年にわた
り「健康・友愛・奉仕」の全国三
大運動に取り組み、クラブ活動を
通して地域の方々をはじめあらゆ
る世代と手を携え、みんなが安心
して暮らせる地域づくりをめざし
活動を展開してきました。
　しかしながら、私たちの住む地
域においても、高齢者の孤立化や
消費者被害など高齢者を取り巻
く、さまざまな課題が表面化して
います。
　一方、超高齢社会を迎え高齢者
人口は増加しているにもかかわら
ず、老人クラブ活動の基盤となる
老人クラブ会員数が減少している
という厳しい状況が続いていま
す。
　本日この地に集うわたしたち
は、「のばそう！健康寿命、担お
う！地域づくりを」メインテーマ
のもと、魅力ある老人クラブをめ
ざし、会員の力を結集して、地域
社会の期待に応えるよう、次の事
項の実践を誓い宣言します。

１、会員一人ひとりのパワーを結
集した「会員増強運動」の推
進

１、健康寿命をのばす「健康づく
り・介護予防活動」の充実

１、友愛・奉仕活動を通した老人
クラブ活動の展開とその広報

１、高齢者の消費者被害や交通事
故防止に向けた活動の実践

さ
ん
大
変
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ

た
よ
う
で
し
た
。

《
演
芸
発
表
参
加
チ
ー
ム
（
出
演
順
）》

①
大
村
市
老
連

　
　
　
一
ノ
瀬
和
子　
他
23
名

　
　
創
作
舞
踊
「
河
内
お
と
こ
節
」

②
諫
早
市
老
連

　
　
　
釜
崎
テ
ル
子　
他
19
名

　
　
舞
踊
民
謡
「
旅
の
夜
風
」

③
壱
岐
市
老
連

　
　
　
松
尾　
営
子　
他
４
名

　
　
舞
踊
「
お
ま
ん
た
囃
子
」

④
長
崎
市
老
連

　
　
　
江
向　
龍
子　
他
６
名

　
　
舞
踊
「
長
崎
の
女
」

⑤
佐
世
保
市
老
連

　
　
　
橋
口
千
代
子　
他
４
名

　
　
剣
舞
「
一
剣
」

⑥
長
与
町
老
連

　
　
　
栗
山　
幸
子　
他
４
名

　
　
民
踊
「
長
崎
の
鐘
」

⑦
雲
仙
市
老
連

　
　
　
三
原　
龍
子　
他
９
名

　
　
舞
踊
「
球
磨
の
六
調
子
」

⑧
南
島
原
市
老
連

　
　
　
伊
福
ア
キ
子　
他
16
名

　
　
舞
踊
「
車
屋
さ
ん
」

⑨
島
原
市
老
連

　
　
　
村
田　
考
市　
他
15
名

　
　
民
謡
「
島
原
音
頭
」

⑩
大
村
市
老
連

　
　
　
前
田　
滿
行　
他
24
名

　
　
創
作
舞
踊
「
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
」

⑪
諫
早
市
老
連

　
　
　
髙
以
来
眞
須
美　
他
26
名

　
　
舞
踊
「
小
野
町
浮
立
と

　
　
　
　
　
の
ん
の
こ
皿
踊
り
」

第
51
回
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ

大　
会　
報　
告

壱岐市老連
「おまんた囃子」

諫早市老連
「小野町浮立とのんのこ皿踊り」

大 会 宣 言D D
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晴
れ
の
ご
受
賞

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
育
成
功
労
表
彰

　
対
馬
市
老
連�

齋
藤　
義
人

　
時
津
町
老
連�

黒
田　
　
博

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
南
島
原
市　
戸
ノ
隅
老
人
ク
ラ
ブ

●
優
良
郡
市
区
町
村
老
連
表
彰

　
諫
早
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

　
《
市
町
老
連
役
職
員
24
名
》

　
佐
世
保
市
老
連�

野
口　
英
雄

　
　
　
〃　
　
　

�

田
坂　
弘
子

　
　
　
〃　
　
　

�

草
野　
和
子

　
　
　
〃　
　
　

�

松
永　
秋
男

　
佐
世
保
市
老
連�

甫
立　
一
郎

　
　
　
〃　
　
　

�

楠
本　
博
亮

　
　
　
〃　
　
　

�

江
口　
雅
雄

　
　
　
〃　
　

�

北
川　
哲
朗

　
　
　
〃　
　
　

�

橋
口
ハ
ル
エ

　
島
原
市
老
連�

本
田　
廣
康

　
大
村
市
老
連�

諸
岡　
愛
子

　
　
　
〃　
　

�

中
嶋
キ
ミ
子

　
五
島
市
老
連�

久
保
智
恵
子

　
雲
仙
市
老
連�

脊
川　
亀
史

　
　
　
〃　
　
　

�
児
島　
雄
洋

　
南
島
原
市
老
連�
寺
田　
道
子

　
　
　
〃　
　
　
　

�

林
田　
康
徳

　
　
　
〃　
　
　
　

�

田
中　
照
身

　
　
　
〃　
　
　
　

�

池
田　
澄
恵

　
　
　
〃　
　
　
　

�

岩
永　
徳
久

　
川
棚
町
老
連　
　

�

荻
野　
行
宣

　
　
　
〃　
　
　
　

�

房
本　
　
崇

　
　
　
〃　
　
　
　

�

森　
　
孝
子

　
新
上
五
島
町
老
連�

道
下　
　
敦

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
《
６
ク
ラ
ブ
》

　
長
崎
市　
　
太
田
尾
老
人
会

　
　
　
〃　
　
京
泊
う
し
お
会

　
佐
世
保
市　
三
川
内
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
八
千
代
会

　
　
　
〃　
　
中
尾
桜
寿
会

　
五
島
市　
　
浜
友
会

　
　
　
　
　
　
浜
老
人
ク
ラ
ブ

　
南
島
原
市　
戸
ノ
隅
老
人
ク
ラ
ブ

●
仲
間
づ
く
り
プ
ラ
ス
ワ
ン
作
戦

　
《
３
老
連
》

　
佐
々
町
老
連
（
４
年
連
続
受
賞
）

　
小
値
賀
町
老
連

　
平
戸
市
老
連

●
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　
《
19
ク
ラ
ブ
》

　
長
崎
市　
　
延
寿
会

　
佐
世
保
市　
天
寿
ク
ラ
ブ

　
　
〃　
　
　
桜
木
団
地
睦
美
会

　
　
〃　
　
　
楠
泊
老
人
ク
ラ
ブ

　
諫
早
市　
　
久
山
台
シ
ニ
ア
会

　
大
村
市　
　
桜
馬
場
２
丁
目
桜
寿
会

　
平
戸
市　
　
む
つ
み
会

　
松
浦
市　
　
里
第
二
不
老
会

　
　
〃　
　
　
阿
翁
浦
南
老
人
ク
ラ
ブ

　
松
浦
市　
　
神
崎
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
〃　
　
　
原
老
人
ク
ラ
ブ
明
寿
会

　
五
島
市　
　
喜
老
会

　
　
〃　
　
　
大
宝
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
〃　
　
　
荒
川
老
人
ク
ラ
ブ

　
西
海
市　
　
水
浦
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
〃　
　
　
内
寿
会

　
雲
仙
市　
　
野
田
立
春
会

　
南
島
原
市　
東
方
老
人
ク
ラ
ブ

　
長
与
町　
　
斉
会

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

●「
活
動
賞
」

　
佐
世
保
市　
花
寿
美
会

　
平
戸
市　
　
的
山
浦
楽
寿
会

　
長
崎
市　
　
式
見
地
区

　
　
　
　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

●「
１
０
０
万
人
会
員

　

増
強
運
動
特
別
賞
」
受
賞
団
体

　
平
戸
市　
　
む
つ
み
会

　
五
島
市　
　
喜
老
会

　
西
海
市　
　
内
寿
会

　
南
島
原
市　
東
方
老
人
ク
ラ
ブ

平
成
28
年
度
各
種
表
彰
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「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６
」

平
成
28
年
10
月
15
日（
土
）～
18
日（
火
）

　
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
活
動
・
福
祉

な
ど
の
総
合
的
な
祭
典
「
全
国
健
康
福

祉
祭
」
が
、
常
陸
宮
妃
殿
下
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
長
崎
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
県
か
ら
監
督
・
選
手
６
５
７
名
が

参
加
、
県
下
12
市
３
町
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ

た
選
手
団
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
各

種
目
で
好
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
主
な
成
績
】

〇
団
体
優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
★
多
良
見
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

剣　

道

　
★
長
崎
県
Ａ
チ
ー
ム

太
極
拳

　
★
佐
世
保
九
十
九
島
チ
ー
ム

ボ
ウ
リ
ン
グ

　
★
長
崎
Ｂ

〇
個
人
優
勝

ゴ
ル
フ

⃝

70
歳
～
の
部

　
★
山
口
豊
三
郎（
野
母
崎
Ａ
チ
ー
ム
）

水　

泳

　
★
（
長
崎
Ａ
）

⃝

65
～
69
歳
の
部
（
男
子
）

　
緒
方　
徳
光�

（
バ
タ
フ
ラ
イ
50
ｍ
）

�

（
バ
タ
フ
ラ
イ
25
ｍ
）

⃝

75
～
79
歳
の
部
（
男
子
）

　
森
永
源
二
郎�

（
自
由
形
25
ｍ
）

　
★
（
長
崎
Ｂ
）

⃝

60
～
64
歳
の
部
（
男
子
）

　
湯
野　
　
孝�
（
背
泳
ぎ
50
ｍ
）

�
（
背
泳
ぎ
25
ｍ
）

⃝

80
歳
以
上
の
部
（
女
子
）

　
渡
辺　
和
江�

（
バ
タ
フ
ラ
イ
50
ｍ
）

　
★
（
長
崎
Ｃ
）

⃝

80
歳
以
上
の
部
（
男
子
）

　
柴
田　
龍
郎�

（
平
泳
ぎ
25
ｍ
）

�

（
自
由
形
25
ｍ
）

囲　

碁

　
★
（
長
崎
Ｂ
タ
ン
ギ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
矢
田　
一
明
（
全
勝
賞
）

将　

棋

　
★
（
長
崎
県
Ｄ
左
底
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
中
村　
英
男

写
真
提
供
：（
公
財
）す
こ
や
か
長
寿
財
団

第
29
回
全
国
健
康
福
祉
祭

な
が
さ
き
大
会
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平
成
28
年
10
月
15
日（
土
）～
17
日（
月
）

長
崎
県
立
総
合
体
育
館

　

長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

長
崎
県
立
総
合
体
育
館
武
道
場
に
お
い

て
「
地
域
文
化
伝
承
館
」
を
開
催
し
、

県
内
各
地
の
伝
統
芸
能
や
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
、伝
統
工
芸
な
ど
の
発
表
や
展
示・

体
験
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

来
場
者
へ
心
を
込
め
て

　
会
場
入
り
口
に
、
満
開
の
折
紙
の
椿

の
花
の
樹
木
と
鬼
凧
で
お
出
迎
え
し
、

期
間
中
、
先
着
順
に
、
女
性
部
会
の
手

作
り
に
よ
る
「
つ
ば
き
・
あ
じ
さ
い
」

の
折
紙
や
「
ま
ゆ
玉
」
を
来
場
記
念
と

し
て
配
布
し
ま
し
た
。

お
も
て
な
し

　
ま
た
、お
茶
会
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
、

来
場
者
に
ホ
ッ
と
一
息
し
て
も
ら
え
る

よ
う
心
ば
か
り
の
お
も
て
な
し
を
行
い

ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６

地
域
文
化
伝
承
館
開
催除幕式

満開の折紙の椿と鬼凧

あじさい・つばき

まゆ玉
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て

�
竹
老
会　

山
本　
菊
子

　
半
年
前
、
市
老
連
よ
り
竹
辺
町
女
角

力
踊
り
に
出
演
の
依
頼
を
受
け
、
出
場

の
返
事
は
し
た
も
の
の
、
元
気
な
会
員

が
少
な
く
、
老
体
に
む
ち
打
ち
な
が
ら

半
年
間
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
本
番
当
日
、
朝
か
ら
の
雨

に
も
め
げ
ず
、長
崎
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　
着
き
次
第
、
会
場
で
は
、
午
後
の
部

の
演
技
が
始
ま
り
、
見
て
い
る
と
、
出

演
す
る
演
技
者
が
皆
元
気
で
、
ハ
ツ
ラ

ツ
と
し
た
動
き
を
し
て
い
る
の
を
見

て
、
だ
ん
だ
ん
と
自
分
達
の
出
番
の
事

が
心
配
で
、
心
細
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
い
ざ
本
番
と
な
る
と
皆
一
丸
と
な

り
、
黒
帯
を
締
め
、
化
粧
回
し
を
着
け

て
舞
台
に
立
つ
と
、
会
場
か
ら
一
斉
に

拍
手
を
受
け
、
演
舞
も
滞
り
な
く
終
わ

り
、
横
綱
の
土
俵
入
り
・
横
綱
の
一
役

と
り
・
弓
取
り
の
舞
に
も
拍
手
喝
采
を

受
け
て
終
了
と
な
り
、
一
同
ホ
ッ
と
一

安
心
致
し
ま
し
た
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
出
演
す
る
事
は

「
地
域
文
化
伝
承
館
」
に
出
演
し
て

　
　
　
諫
早
市
老
連　
事
務
局

�

　

陣
野　
妙
子

　
我
が
諫
早
市
老
連
で
は
、
地
域
文
化

伝
承
館
で
諫
早
の
伝
統
芸
能
の
「
の
ん

の
こ
皿
踊
り
」
で
出
演
す
る
こ
と
に
決

め
た
。

　
伝
統
の
踊
り
は
大
事
に
し
、
老
人
の

踊
り
と
し
て
、
何
か
ア
レ
ン
ジ
を
と
考

え
る
う
ち
に
、
ち
ょ
う
ど
地
元
の
介
護

士
さ
ん
が
、「
の
ん
の
こ
」
の
リ
ズ
ム

で
振
り
付
け
て
下
さ
っ
た
、
足
腰
の
不

自
由
な
方
の
為
の
体
操
が
あ
り
、
併
せ

て
、
諫
早
の
祭
り
に
は
決
し
て
見
逃
せ

な
い
太
鼓
の
演
奏
も
加
え
た
。

　
踊
り
子
は
、
練
習
を
考
え
、
事
務
局

に
近
い
地
区
か
ら
募
集
し
た
。

　
何
し
ろ
暑
い
中
で
の
練
習
で
大
変
な

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
同
笑
顔
で
の
練

習
だ
っ
た
。

　
結
果
、
大
変
好
評
で
、
ま
た
市
の
福

祉
大
会
や
県
の
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
も

出
演
の
機
会
を
い
た
だ
き
、「
き
つ
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
～
」の
声
が
多
く
、

満
足
で
意
義
の
あ
る
大
会
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
今
後
も
「
の
ん
の
こ
」
の
リ
ズ

二
度
と
な
い
機
会
を
得
て
、
思
い
出
深

い
一
日
で
し
た
。

　
会
場
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
ご
協
力
を
戴

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

地
域
文
化
伝
承
館

（
出
演
部
門
）

「出演」一覧（42団体）
市町老連 種目 団体名

長 崎 市

民 謡 虹が丘春秋会
健康体操 啓寿会
民 謡 矢上台緑風会
フォーク
ダ ン ス

長崎市老人クラブ連合会女性（部）
フォークダンス部

コーラス 長崎市老人クラブ連合会コーラス部

佐世保市
コーラス 大和長寿クラブ
レクダンス 桜ケ丘老人クラブ桜寿会
郷土芸能 竹老会

島 原 市

踊 り 有明町老人クラブ連合会女性部
踊 り 霊丘地区長寿会連合会女性部
健康体操 三会明生会女性部
踊 り 森岳連合楽生会女性部

諫 早 市 郷土芸能 福徳会女性部民 謡 諫早市老人クラブ連合会女性部

大 村 市

創作舞踊 協和会唄
民 踊 三浦東老人クラブ
民 舞 松並福寿会
創作ダンス 竹松町長寿会

平 戸 市 民俗芸能 平戸田助ハイヤ節保存会

松 浦 市 総 踊 ボランティアグループ優愛の会
民 謡 今福長寿会

対 馬 市 歌謡演劇 上県地区民生委員児童委員協議会郷土芸能 つしま蒙古太鼓（佐須響心会）
壱 岐 市 舞 踊 郷ノ浦町老人クラブ連合会女性部
五 島 市 民 踊 中山芳輝海会（なかやまよしきみかい）

西 海 市 踊 り 西海市老連女性部
踊 り 大島絆クラブ西海市大島町大島支部

雲 仙 市 伝 承 歌 小豆島望郷歌保存会
郷土芸能 鳥刺し保存会

南島原市
郷土芸能 加津佐棒踊り保存会
風俗習慣 釜蓋かぶせ保存会
社交ダンス カサブランカ

長 与 町
民 踊 まなび野シニアクラブ
民 踊　　　　三彩男組・三彩美女チームダ ン ス

時 津 町
踊 り 時津町老人クラブ連合会女性部
相撲甚句 時津相撲甚句会
コーラス つくしんぼコーラス

川 棚 町 日本舞踊 川棚町老人クラブ連合会女性部「あざみ会」
フラダンス ハイビスカス川棚

波佐見町 郷土芸能 山中浮立保存会

佐 々 町
創作ダンス　佐々町老人クラブ連合会舞踊有志会舞 踊
郷土芸能 神田雅楽（保存会）

女角力
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竹
細
工
や
藁
草
履
、
折
紙
・
色
と
り

ど
り
の
ま
ゆ
玉
の
数
々
。

　
瓢
箪
・
凧
な
ど
の
実
演
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
日
頃
で
き
な
い
伝
承
館

な
ら
で
は
の
伝
統
工
芸
を
間
近
で
見
て

体
験
で
き
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
文
化
伝
承
館

（
出
展
ブ
ー
ス
部
門
）

「出展」一覧（18ブース）
市町老連 出展団体名 展示名
長 崎 市 藁草履作り隊 藁草履
佐世保市 佐世保市老人クラブ連合会…女性部 まゆ玉　
島 原 市 島原市老人クラブ連合会 竹とんぼ、藁草履、しめ縄
諫 早 市 森山地区女性部 クラフトテープ細工
大 村 市 大村市老人クラブ連合会…女性部会 折紙・手芸作品
対 馬 市 厳原町老人クラブ連合会…女性部 雛祭り「さげもん」
五 島 市 岐宿寿会連合会 五島バラモン凧
西 海 市 西海市老人クラブ連合会 かがり・足なか等
雲 仙 市 愛のまち剣舞箏保存会 剣舞箏
南島原市 有馬愛瓢会 有馬瓢箪・ランプシェード
長 与 町 南陽会・延寿会 折紙・手芸作品
時 津 町 時津町老人クラブ連合会 作品展示

東彼杵町 東そのぎクラブ そのぎ茶の実工作品・
くじら工芸品

川 棚 町 上百津老人クラブ 瓢箪加工細工
すずらん押花愛好会 押し花

波佐見町 鬼木長寿会 木工細工
小値賀町 小値賀町老人クラブ連合会 作品展示
佐 々 町 折紙工芸クラブ 折紙工芸
新上五島町 若松白寿会 古布再生利用・布ぞうり

のんのこ皿踊り

ム
に
合
わ
せ
た
体
操
は
、
機
会
あ
る
ご

と
に
普
及
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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〇
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
大
活
躍

　
長
崎
市
・
諫
早
市
・
大
村
市
・
長
与

町
・
時
津
町
老
連
の
会
員
約
50
名
に
３

日
間
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
を
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
記
念
品
の
配
布
、
出
演
者
の
受
付
や

誘
導
、
ス
テ
ー
ジ
の
準
備
、
弁
当
の
配

布
、
会
場
整
理
な
ど
の
業
務
に
従
事
、

お
揃
い
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

が
会
場
内
で
大
活
躍
で
し
た
。

〇
来
年
は
秋
田
県
で
…
…

　
長
崎
県
老
連
島
中
会
長
か
ら
秋
田
県

老
連
仲
村
会
長
へ
伝
承
館
旗
が
伝
達
、

最
後
に
「
長
崎
の
鐘
」
を
会
場
の
皆
さ

ん
で
大
合
唱
し
、
閉
館
し
ま
し
た
。
来

年
の
秋
田
大
会
の
成
功
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
最
後
に
、
地
域
文
化
伝
承
館
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
お
客
様
、
展
示

ブ
ー
ス
・
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
皆
様
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
団
体
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

伝承旗の伝達
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平
成
28
年
８
月
25
日
（
木
）
～
26
日

（
金
）
Ａ
ｌ
ｅ
ｇ
ａ
軍
艦
島
（
長
崎
市
）

に
お
い
て
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
44
名
が
参

加
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
島
中
会
長
、
寺
田
女
性
部
会
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
講
話
、
事
務
局
説
明
、

報
告
、
グ
ル
ー
プ
協
議
・
全
体
会
、
創

作
タ
イ
ム
（
折
紙
・
ま
ゆ
玉
包
装
）
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
講
話
】

「
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
プ

�

サ
ー
ビ
ス
活
動
の
実
際
」

　
　
　
佐
世
保
市
老
連
副
会
長　

�

田
坂　
弘
子�

女
性
部
長

【
報
告
】　

「
第
27
回
老
人
ク
ラ
ブ
女
性

�

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
壱
岐
市
老
連

�

井
戸
川
哲
子�

女
性
部
長

「
第
21
回
在
宅
福
祉
を
支
え
る

�

友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
長
崎
市
老
連
副
会
長

�

川
口
ア
キ
ヨ�

女
性
部
長

【
説
明
】　

県
老
連
事
務
局

⃝

長
崎
県
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
状
況
と

　
会
員
増
強
運
動
の
結
果

⃝

平
成
28
年
度
の
主
な
行
事

⃝

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
等

【
グ
ル
ー
プ
・
全
体
協
議
】

テ
ー
マ

　
第
１
分
科
会
（
６
グ
ル
ー
プ
）

　
　
「
友
愛
活
動
」

　
第
２
分
科
会
（
４
グ
ル
ー
プ
）

　
　
「
会
員
増
強
」

　
参
加
者
が
４
～
５
人
の
９
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、「
会
員
加
入
に
つ
い
て
女

性
部
と
し
て
の
取
り
組
み
状
況
」「
会

員
増
強
運
動
の
結
果
と
反
省
、
今
年
度

の
取
り
組
み
」「
各
地
域
で
の
友
愛
活

動
状
況
と
関
係
機
関
と
の
連
携
、
今
後

の
取
り
組
み
」
な
ど
日
頃
の
活
動
の
成

果
や
課
題
、
そ
の
解
決
策
等
に
つ
い
て

情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
翌
日
の

全
体
会
で
は
、
寺
田
女
性
部
会
長
の
進

行
に
よ
り
討
議
結
果
を
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
発
表
し
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

【
創
作
タ
イ
ム
】

　
今
回
の
創
作
は
、
10
月
に
行
わ
れ
た

｢
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６
・

地
域
文
化
伝
承
館｣

に
お
い
て
来
場
者

に
配
布
し
た
記
念
品
「
折
紙
つ
ば
き
・

あ
じ
さ
い
」
と
「
ま
ゆ
玉
」
の
最
終
作

業
の
袋
詰
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
記
念

品
は｢

地
域
文
化
伝
承
館｣

に
お
い
て

来
場
者
に
配
ら
れ
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
製
作
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
女

性
部
会
員（
協
力
さ
れ
た
男
性
会
員
も
）

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

完成した記念品

市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー

研
修
会  

開  

催  

報  

告
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平
成
28
年
８
月
31
日
（
水
）
～
９
月

１
日
（
木
）
南
風
楼
（
島
原
市
）
に
お

い
て
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
49
名
（
う
ち
女

性
９
名
）
が
参
加
し
て
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
島
中
会
長
、
中
野
委
員
長
の
開
催
挨

拶
の
後
、
事
務
局
説
明
、
基
調
講
話
、

報
告
、
グ
ル
ー
プ
協
議
・
全
体
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
基
調
講
話
】

　
　
　
県
老
連
若
手
委
員
会

�

中
野　
勝
利�

委
員
長

「
若
手
委
員
会
の
問
題
、

�

課
題
等
に
つ
い
て
」

①
若
手
委
員
会
の
取
り
組
み

②
若
手
委
員
会
が
設
置
で
き
な
い
理
由

③�

若
手
委
員
会
の
未
設
置
が
及
ぼ
す
影

響
④
若
手
委
員
会
設
置
の
メ
リ
ッ
ト

⑤
若
手
委
員
会
の
問
題
・
課
題

⑥�

若
手
委
員
会
の
問
題
・
課
題
へ
の
対

応

　
ま
た
、『
会
員
増
強
に
つ
い
て
』『
諫

早
市
老
連
若
手
委
員
会
設
置
の
経
緯
と

活
動
の
現
状
』『
若
手
に
期
待
す
る
こ

と
』
な
ど
。

【
事
務
局
説
明
】　

県
老
連
事
務
局

⃝

長
崎
県
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
状
況
と

　
会
員
増
強
運
動
の
結
果

⃝

平
成
28
年
度
の
主
な
行
事

⃝

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
等

【
報
告
】　　

「
第
33
回
老
人
ク
ラ
ブ

�

中
央
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
て

�

大
村
市
老
連　
前
田　
満
行

「
第
13
期
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

�

に
参
加
し
て

�

長
与
町
老
連　
三
井　
朝
松

【
グ
ル
ー
プ
・
全
体
協
議
】

テ
ー
マ

◎�『
若
手
が
組
織
的
に
活
躍
・
活
動
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
』

◎『
会
員
増
強
等
に
つ
い
て
』

　

参
加
者
が
９
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
中
野
委
員
長
の
基
調
講
話
で
の
課

題
を
協
議
の
柱
に
若
手
委
員
会
の
役
割

等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
会
員
増
強
運
動

に
つ
い
て
も
各
市
町
老
連
に
お
け
る
取

組
状
況
や
今
後
の
計
画
、
新
た
な
取
組

み
の
提
案
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
の
全
体
会
議
で
は
中
野
委
員
長

の
司
会
に
よ
り
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
若

手
委
員
会
設
置
の
必
要
性
」を
は
じ
め
、

「
未
設
置
市
町
老
連
の
現
状
と
今
後
の

課
題
」「
具
体
的
な
勧
誘
活
動
」「
若
手

が
取
り
組
ん
で
い
る
役
割
」「
問
題
点

や
新
た
な
活
動
へ
の
提
案
」
な
ど
が
発

表
さ
れ
、「
若
手
の
活
躍
で
き
る
場
の

設
定
」「
役
員
会
へ
の
は
た
ら
き
か
け
」

「
自
治
会
と
の
連
携
」
な
ど
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
老
連
若
手
リ
ー
ダ
ー

研
修
会  

開  

催  

報  

告
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平
成
28
年
７
月
７
日
（
木
）
～
８
日

（
金
）、
標
記
研
修
会
が
福
岡
県
（
ヒ
ル

ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
）
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
九
州
各
県
・
指
定
都
市
老
人

ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
並
び
に
関
係
者
約

４
４
０
名
が
一
堂
に
会
し
事
例
発
表
な

ど
が
行
わ
れ
、
長
崎
県
か
ら
20
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

◆
《
基
調
報
告
》

「
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け
て
」

�

～
全
国
運
動
、
行
動
提
案
等
～

　
　
　
　
　
全
老
連

�

河
野　
敦
子�

参
事

◆
《
研
究
部
会
》

　
第
１
研
究
部
会

　
「
健
康
づ
く
り
・

�

介
護
予
防
活
動
の
推
進
」

　
第
２
研
究
部
会　

　
「
友
愛
活
動
（
高
齢
者
相
互
の

�

支
え
合
い
）
の
推
進
」

　
第
３
研
究
部
会

　
「
会
員
増
強
（
１
０
０
万
人
会
員

�
増
強
運
動
）
の
推
進
」

　
各
研
究
部
会
そ
れ
ぞ
れ
３
の
事
例
発

表
が
あ
り
、
第
２
研
究
部
会
で
は
、
本

県
佐
世
保
市
老
連
の
田
坂
女
性
部
長
が

「
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
活
動
の

実
際
」
と
題
し
て
事
例
発
表
を
行
い
、

取
り
組
み
状
況
と
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。

◆
《
講
演
》

「
高
齢
者
お
笑
い
防
犯
講
座

�

～
高
齢
者
消
費
者
被
害
防
止
～
」

　
　
　
福
岡
県
安
全
・
安
心

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

宮
田　
健
二�

氏

　

高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
等
と
し

て
、
悪
質
商
法
・
悪
質
詐
欺
・
詐
欺
盗
・

訪
問
販
売
・
訪
問
買
取
な
ど
を
具
体
的

に
わ
か
り
や
す
く
そ
の
手
口
と
対
策
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

平
成
28
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会  
参  

加  

報  

告

発表する佐世保市老連
田坂女性部長

参加した長崎県老連の皆さん
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第
28
回
全
老
連

�
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
参
加
報
告

　
西
海
市
老
連
女
性
部
長

 

岩
本
ゆ
か
り

　

老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」「
新
地

域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
行
動
提
案
」

「
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
三
つ
の
活
動
の
推
進
に
つ
い

て
『
示
そ
う
！
女
性
パ
ワ
ー
』
を
テ
ー

マ
に
報
告
や
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
台
風
の
影
響
で
、
１
日
目
は
参
加
で

き
ず
、
２
日
目
か
ら
の
参
加
と
な
り
、

１
日
目
の
内
容
は
配
布
資
料
を
ま
と
め

て
の
報
告
と
し
ま
す
。

◆
行
政
説
明

〈
新
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
〉　　

�

厚
生
労
働
省　
唐
島　
啓
一�

氏

　
介
護
保
険
で
要
支
援
１
～
２
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
や
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
高
齢
者
が
、
地
域
で
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
市

町
村
が
制
度
を
整
え
る
準
備
が
、
平
成

27
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
担
い
手
と
し
て
、
健
康

活
動
・
生
活
支
援
・
交
流
の
場
作
り
な

ど
老
人
ク
ラ
ブ
の
参
加
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
基
調
報
告

〈
老
人
ク
ラ
ブ
の
全
国
運
動
・

�

行
動
提
案
に
つ
い
て
〉　　

　
　
　
全
老
連
常
務
理
事

�

齊
藤　
秀
樹�

氏

１
、��

会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て
、
全
体

と
し
て
は
17
万
人
の
減
だ
っ
た

が
、
26
年
度
と
比
べ
会
員
増
の
老

連
が
２
割
に
増
え
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
。
今
後
、単
位
ク
ラ
ブ
は
、

ま
ず
あ
と
一
人
の
会
員
増
、
解
散

ク
ラ
ブ
の
防
止
、
新
規
ク
ラ
ブ
の

立
ち
上
げ
を
目
指
す
。

２
、��

新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
は
、

友
愛
活
動
・
健
康
活
動
を
生
か
し

て
新
地
域
支
援
事
業
に
参
画
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

３
、��

高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
受

け
身
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
が
主
体
的

に
被
害
防
止
の
担
い
手
に
な
る
よ

う
「
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
組

織
し
活
動
を
推
進
す
る
。

◆
事
例
報
告

１
、
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み

　
　
「
人
を
集
め
て

�

仲
間
を
増
や
そ
う
！
」

　
　
東
京
都
青
梅
市
老
連

２
、��
新
設
、
休
会
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
取

り
組
み

　
　
滋
賀
県
野
洲
市
老
連

３
、��

見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
に
つ
い
て

　
　
⃝
群
馬
県
高
崎
市
老
連

　
　
⃝
神
戸
市
老
連

◆
分
散
会

　
一
グ
ル
ー
プ
５
名
で
会
員
増
強
運
動

の
休
会
、
解
散
ク
ラ
ブ
を
防
ぐ
取
り
組

み
と
新
規
ク
ラ
ブ
作
り
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

◆
全
体
会

　
分
散
会
の
ま
と
め
の
発
表
が
あ
り
、

　
⃝��

任
期
中
に
次
期
の
人
材
の
育
成
を

図
る
。

　
⃝
自
治
会
組
織
と
の
連
携
を
図
る
。

　
⃝
声
掛
け
の
大
切
さ
。

　
⃝��

魅
力
あ
る
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

基
本
。

　

な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
い
ず
れ
の
活
動
で
も
女
性
の
活
躍
が

必
要
と
さ
れ
、
主
体
的
な
女
性
会
員
の

活
動
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
性
化
に
は
、
女
性
パ
ワ
ー
の
発
揮

が
不
可
欠
だ
と
実
感
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で

し
た
。

平
成
28
年
10
月
５
日
（
水
）
～
６
日
（
木
）�

、東
京
都
新
霞
が
関
ビ
ル
に
於
い
て
、

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
「
全
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
１
２
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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平
成
28
年
11
月
９
日
（
水
）
～
10

日
（
木
）
ま
で
の
２
日
間
、「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く

り
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら

約
１
３
０
０
名
、
長
崎
県
か
ら
９
名
が

参
加
し
て
、
富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

「
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
」
な
ど
４
会

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
テ
ー
マ
別
に
分
散
し

て
、第
１
部
会
「
地
域
に
健
康
づ
く
り・

介
護
予
防
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
」、

第
２
部
会
「
未
設
置
地
区
に
ク
ラ
ブ
を

つ
く
ろ
う
！
」、
第
３
部
会
「
演
じ
る

活
動
（
舞
台
発
表
）」
の
活
動
交
流
が

行
わ
れ
、
第
１・
２
部
会
で
は
、
事
例

発
表
や
そ
れ
に
対
す
る
質
問
や
、
先
生

方
の
助
言
が
あ
り
、
第
３
部
会
で
は
、

各
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
演
劇

な
ど
が
実
演
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
森
雅
志
富
山
市
長
に
よ

る
「
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
」

と
題
し
た
講
演
、
富
山
県
立
南
砺
平
高

等
学
校
の
郷
土
芸
能
部
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
そ
の
後
式
典
が
行
わ
れ
、

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
斎
藤
会
長
か

ら
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
功
績
が
あ
っ

た
方
々
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
本
県
か
ら
の
受
賞
者
は
５
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

　
最
後
に
「
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え

る
『
新
地
域
支
援
事
業
』
へ
の
参
画
」

な
ど
５
項
目
の
実
践
の
誓
い
を
盛
り
込

ん
だ
大
会
宣
言
（
案
）
を
富
山
県
老
連

加
藤
副
会
長
・
女
性
委
員
長
が
朗
読
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
の
第
46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
は
、
平
成
29
年
10
月
18
日
（
水
）
～

19
日
（
木
）
の
日
程
で
京
都
府
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会　

  

参  

加  

報  

告
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編

集

雑

感

　
地
域
文
化
伝
承
館
も
会
員
皆
様
や
関
係
者

の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
盛
会
の
う
ち
に

閉
館
し
、
秋
田
県
老
連
へ
伝
承
館
旗
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
ご
支

援
等
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
県
老
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
４
回
に
分
け
て
出
展
・
出

演
等
の
状
況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

報
告
書
及
び
大
会
概
要
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
第
12
回
「
銀
の
翼
」
は
今
回
初
め
て
国
内

旅
行
（
八
重
山
３
島
巡
り
と
那
覇
）
を
企
画

し
ま
し
た
。
12
月
の
県
大
会
で
ご
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
既
に
数
名
の
方
か
ら
参
加
の
申
し

込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
号
が
発
行

さ
れ
る
頃
に
は
20
名
の
募
集
人
員
に
達
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
夢
の
よ
う
な
希
望
を

も
っ
て
お
り
ま
す
。
早
め
の
申
し
込
み
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
華
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
45
号

平
成
29
年
１
月
10
日
発
行

発　
行　
（
公
財
）長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
長
崎
市
茂
里
町
３
－
24　

　
　
　
　
　
☎
０
９
５
－
８
４
６
－
５
０
０
０

　
　
発
行
人　
島　
中　
英　
安

　
　
編
集
人　
本　
田　
哲　
朗

　
　
印　

刷　
（
有
）正
文
社
印
刷
所

平成28年度「社会奉仕の日」（９月20日）活動報告
会員の皆様には老人クラブ「老人の日・老人週間」における活動にご協力いただきありがとうございました。

各取り組みのうち「社会奉仕の日」の活動について下記のとおり集計しました。

県老連では、ホームページを開設しています。ご覧になりたい方は下記のアドレスにアクセスしてください。

http://nagasakikenroren.sakura.ne.jp/

注）クラブ数、会員数は延べ数

No. 市町老連名
美化活動 環境にやさしい活動 計

クラブ数 会員数 クラブ数 会員数 クラブ数計 会員数計
1 長　　崎 312 3,606 108 1,663 420 5,269
2 佐 世 保 131 2,454 1 22 132 2,476
3 島　　原 20 172 20 172
4 諫　　早 50 878 4 75 54 953
5 大　　村 43 997 20 320 63 1,317
6 平　　戸 22 550 3 52 25 602
7 松　　浦 33 842 38 851 71 1,693
8 対　　馬 32 428 32 428
9 壱　　岐 63 1,323 23 471 86 1,794
10 五　　島 29 603 24 518 53 1,121
11 西　　海 42 1,794 8 391 50 2,185
12 雲　　仙 74 1,109 15 123 89 1,232
13 南 島 原 69 1,486 22 739 91 2,225
14 長　　与 21 319 9 167 30 486
15 時　　津 18 205 18 205
16 東 彼 杵 13 350 13 350
17 川　　棚 22 545 5 127 27 672
18 波 佐 見 17 523 2 63 19 586
19 小 値 賀 20 85 20 85 40 170
20 佐　　々 8 403 8 403
21 新上五島 60 858 5 89 65 947

計 1,099 19,530 307 5,756 1,406 25,286
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